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52年、53年と2年問連統して通行量の最大地点。商店街としての華やかさは随
ーである。歩いて5、 6分ほどの通りに、食堂、士産物店、娯楽場、銀行'・・・が
所狭しと軒を並べ、行楽シーズソともなると容易に進めないほどの賑わいをみせ

活気にみなぎる商店街である。
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奈良公共職業安定所
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奈良県倒産状況 4月

奈良会議所ニュース 昭和54年6月10日(毎月1回10日発行)
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経理事務、

見

4

月

保

前年同月

4,596

手取賃金
(月収)

婚礼着付見
習

内装工事 1.7年

帝国興信所

150,000円

110,000円

180,000円

180,000円

150,000円

和文タイプ
兼一般事業

仕入出荷 7.3年

総務
23年

母

5億円

人

業紹介状況

プレスエ
30t~10ot

勤務時間
(休日)

病院炊事婦

の

月

8.00~17.00
(日曜)

幼稚園教諭 2年

5

希

8.00~17.00
(日曜)

美容部員

1

26年

勤務 地規模(通・

月

(4月)学卒・ トを除く.
ノ、^

8.00~17.00
(日曜)

一般事務

望

奈良市
通

奈良市
通

奈良大阪

奈良市
通

奈良市
通

間

130,000円

80,000円

円

80,000円

80,000円

8.00~17.00
(日曜)

月間有効求職者数
規

求

8.00~17.00
(日曜)

効求人

住所

4年

不問

求

^、

足

8.30~ 5.00
(日祝)

人

効

区分

奈良市消費者物価指数 3月(昭和50年=100)

ノ、

不問

,""1・玲 1 - 率

奈良市

職

配偶者
の有無

9.Ⅸ)~ 5.00
(日祝)

不問

奈良市

者

件

き十

人

奈良天理
通

不問

(奈良公共職業安定所)

奈良市

第129号掲載分

8.30~ 5'00
(日祝土半)

学歴

670
2,065
206
994

3,999
545
0.51
222件

2月

不問

倍

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市

高卒(電気科)
普通自動車免許

8.30~ 5.00
(日祝)

男

不問

奈良市

中卒、普通自動車免
製菓衛生師二

120.2

471
1,4脇
116
467

2,092
293
0.69
127

3月

言姦員

不問

不問

不問

資格

天理市

高卒
普通自動車免許

女

199
592
90
527

,1,907
252
0.31
95

対前年
同月比

奈良市

高卒珠算3級筵
記2級普通自免許

121.0

-0.6

前年比%

中卒
普通自動車二種免許

食料住居光熱被服雑費

不問

奈良市

乗客數 4月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

+Ⅱ.6
+12.9
-21.
-フ.
-フ
-12.9
+0.09
-18.

中卒

3.2

0.フ

摘要

月別

奈良市

短大卒

114.2

理美容学校
54年3月卒

2.5

(総理府統計局)

国鉄奈良駅

117.9

115.4

無
無
有
有
有
無
有
無
有
有

卒高
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製
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登
W
爽
Ⅷ
路

中
小
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
従
業

員
の
退
職
金
は
頭
の
痛
い
問
題
、
そ

こ
で
将
来
必
要
な
多
額
の
退
職
金
を

毎
月
計
画
的
に
準
備
で
き
る
「
特
定

退
職
金
共
済
制
度
」
を
紹
介
し
ま
す

▼
加
入
資
格
は
奈
良
市
内
の
事
業
主

に
使
用
さ
れ
る
十
五
才
以
上
六
十
五

才
迄
の
方
で
、
手
続
き
も
簡
単
。
ま

た
掛
金
は
一
人
一
万
円
ま
で
損
金
又

は
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
▼
退

職
金
制
度
の
確
立
は
、
従
業
員
の
確

保
と
安
定
化
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
の

機
会
に
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
一
環

と
し
て
同
退
職
金
制
度
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
委
託

保
険
会
社
か
当
所
特
退
金
係
ま
で
船

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
、
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会
費
こ
納
入
に

つ
い
て
、L

本
年
は
第
十
期
議
員
改
選
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
会
費
未
納
の
方
は
早
く
御
納
入
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。



昭
和
五
十
四
年
度
の
税
制
改
正
に

お
い
て
、
新
た
に
「
産
業
転
換
投
資

促
進
税
制
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
制
は
、
最
近
に
お
け
る
内

外
の
経
済
情
勢
の
薯
し
い
変
化
に
対

処
す
る
た
め
、
緊
急
に
構
造
改
善
を

図
る
こ
巴
が
必
要
と
さ
れ
る
中
小
企

業
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、

左
記
の
中
小
企
業
者
が
、
昭
和
五
十

四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
機
械
・

設
備
等
を
購
入
し
た
場
<
口
、
そ
の
取

得
価
額
の
-
 
0
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
相
当
額

の
税
額
控
除
が
露
ら
れ
る
と
い
う

制
度
で
、
そ
の
細
か
い
内
容
は
次
の

と
船
り
で
す
。

一
、
適
用
を
受
け
ら
れ
る
中
小
企
業

者
日
次
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を

営
む
も
の

①
転
換
法
の
規
定
に
基
つ
き

指
定
さ
れ
た
業
種

②
円
高
法
の
規
定
に
基
つ
き

昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
業
種

③
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

に
規
定
す
る
特
定
業
種

④
漁
業
再
建
整
備
特
別
措
置

法
に
規
定
す
る
特
定
業
種

⑤
産
地
中
小
企
業
対
策
臨
時

措
置
法
に
規
定
す
る
特
定
業

種
⑥
水
産
加
工
業

⑦
卸
売
業
又
は
小
売
業
(
風

俗
営
業
に
該
当
す
る
飲
食

店
、
喫
茶
店
を
除
く
)

⑧
内
航
海
運
業
(
一
般
貨
物

に
限
る
)

⇔
繊
維
工
業
構
造
改
善
臨
時
措

置
法
に
規
定
す
る
繊
維
工
業

国
次
の
営
業

①
食
品
衛
生
法
の
規
定
に
ょ

り
許
可
を
受
け
て
営
む
同
法

に
規
定
す
る
飲
食
店
、
喫
茶

店
、
食
肉
販
売
業
、
氷
雪
販

売
業
(
風
俗
営
業
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
)

②
理
容
業
(
理
容
師
法
の
規

定
に
ょ
り
届
出
を
し
て
理
容

所
を
開
設
す
る
こ
と
を
い

う
)

③
美
容
業
(
美
容
師
法
の
規

定
に
ょ
り
届
出
を
し
て
美
容

所
を
開
設
す
る
と
と
を
い

う
)

④
興
行
場
法
に
規
定
す
る
興
行

場
営
業
の
う
ち
映
画
、
演
劇

又
は
演
芸
に
係
る
も
の

⑤
旅
館
業
法
に
規
定
す
る
旅

館
業

⑥
公
衆
浴
場
法
に
規
定
す
る

浴
場
業
(
都
道
府
県
知
事
が

入
浴
料
金
を
定
め
る
公
衆
浴

場
)

⑦
ク
リ
ー
ニ
γ
グ
業
法
に
規

定
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

四
特
定
不
況
地
域
内
に
所
在
す

る
事
業
所
に
船
け
る
事
業
(
飲

食
店
及
び
喫
茶
店
の
う
ち
風
俗

営
業
に
該
当
す
る
も
の
並
び
に

浴
場
業
の
う
ち
国
の
⑥
の
営
業

に
該
当
し
な
い
も
の
を
除
く
)

国
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業
対

策
臨
時
措
置
法
に
規
定
す
る
関

.

.冨冨='.一.

連
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す

る
事
業
所
に
船
け
る
事
業
の
う

ち
同
法
の
認
定
を
受
け
た
同
法

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
が
営

む
も
の

因
沖
繩
県
の
地
域
内
に
お
い
て

行
わ
れ
る
事
業
の
う
ち
次
の
も

の①
沖
繩
の
復
帰
に
伴
う
通
商

産
業
省
関
係
法
令
の
適
用
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令

の
規
定
に
ょ
り
近
促
法
に
規

定
す
る
指
定
業
種
と
み
な
さ

れ
た
業
種
に
属
す
る
も
の

②
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置

法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
指
定
業
種
に
属
す
る
も

の
③
沖
繩
の
復
帰
若
し
く
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
隊
の
撤

退
、
縮
小
等
に
伴
い
転
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
元
こ
と
に
つ

い
て
沖
繩
振
興
開
発
特
別
措

置
法
第
四
十
条
の
規
定
に
基

つ
く
沖
繩
開
発
庁
沖
繩
総
合

事
務
局
長
の
認
定
を
受
け
た

も
の

田
特
定
不
況
産
業
に
属
す
る
事

業

ニ
、
適
用
の
対
象
と
な
る
機
械
・
設

備
等
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t
因
の
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業
を
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力
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中
小
企
業
は

①
取
得
価
額
八
十
万
円
以
上

の
機
械
及
び
装
置
工
具
、

器
具
及
び
備
品

②
特
定
設
備
等
(
公
害
防
止

用
設
備
、
無
公
害
化
生
産
設

備
、
廃
棄
物
再
生
処
理
用
設

備
、
省
干
不
ル
ギ
ー
設
備
、

重
要
複
合
機
械
装
置
で
そ
れ

ぞ
れ
特
別
償
却
の
対
象
と
な

る
機
械
、
そ
の
他
の
減
価
償

却
資
産
)

⇔
一
の
田
の
事
業
を
営
む
中
小

企
業
は

①
機
械
及
び
装
置

②
特
定
設
備
等
(
■
の
②
と

同
じ
)
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商
工
調
停
士
に
上
林
安
彦
氏

倒
産
防
止
特
別
相
談
室

N
 
上
ψ

一
二
、
適
用
の
対
象
と
な
る
投
資
事
業

分
野

構
造
不
況
業
種
に
属
す
る
事
業
以

外
の
も
の
(
既
に
営
ん
で
い
る
事
業

は
も
ち
ろ
ん
新
た
な
事
業
分
野
も
対

象
と
な
り
ま
す
)

四
、
税
制
の
内
容

一
の
中
小
企
業
が
、
二
の
機
械
.

設
備
等
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
取

得
価
額
の
-
 
0
.
ハ
ー
セ
ソ
ト
相
当
額

が
そ
の
年
度
(
又
は
年
)
の
法
人
税

(
又
は
所
得
税
)
の
二
0
。
ハ
ー
セ

ソ
ト
を
限
度
と
し
、
残
額
は
三
年
問

に
わ
た
っ
て
繰
越
す
こ
と
が
で
き
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亀

当
所
か
本
年
四
月
か
ら
開
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
「
倒
産
防
止
特
別
相

談
室
」
の
中
心
構
成
メ
ソ
バ
ー
と
な

る
商
工
調
停
士
に
上
林
安
彦
氏
〔
写

真
)
を
委
嘱
し
九
。

当
相
談
室
は
、
倒
産
の
恐
れ
の
あ

る
中
小
企
業
か
ら
事
前
の
申
出
を
受

け
、
倒
産
に
伴
う
問
題
の
円
滑
な
解

■

ノ

コ

る
0

.
゛
一
゛

決
を
図
る
た
め
、
当
所
を
は
じ
め
全

国
七
十
三
力
所
の
商
工
会
議
所
に
創

設
さ
れ
た
も
の
で
、
商
工
調
停
士
は

同
相
談
室
の
中
心
メ
ソ
バ
ー
と
ナ

る
0上

林
氏
は
、
満
洲
帝
国
大
同
学
院

卒
で
農
林
省
中
央
研
究
所
を
経
て
現

在
上
林
化
学
側
、
上
林
石
油
鵠
の
各

社
長
。当所

歴
は
、
昭
和
三
十
六
年
十
月

か
ら
議
員
、
同
四
十
二
年
十
月
か
ら

常
議
員
。
現
在
当
所
中
小
企
業
振
興

委
員
会
委
員
長
を
努
め
る
。

な
お
、
同
相
談
室
の
他
の
構
成
メ

ソ
バ
ー
は
弁
護
士
、
会
計
士
、
中
小

企
業
診
断
士
で
、
相
談
業
務
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
0

(

ノ

五
、
適
用
の
た
め
の
手
続
等

税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

確
定
申
告
(
青
色
)
時
に
所
定
の
様

式
を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
詳
細
は
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
事
業
の
具
体

的
内
六
合
、
対
象
設
備
の
範
囲
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
計
画

部
振
興
課
(
電
話
0
三
1
五
0
-

五
八
0
-
己
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
通

商
産
業
局
商
工
部
中
小
企
業
課
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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関
西
新
国
際
空
港
早
期
建
設
を

首
相
ら
に
要
望

関
西
新
国
際
空
港
の
実
現
を
目

ざ
す
関
西
新
国
際
空
港
建
設
促
進

協
議
会
(
日
向
関
西
経
済
連
合
会

会
長
佐
伯
勇
大
阪
商
工
会
議
所

会
頭
両
代
表
理
事
)
の
首
脳
一
行

は
、
先
月
十
五
日
、
大
平
首
相
を

始
め
関
係
各
省
庁
を
訪
ね
、

在
、
運
輸
省
を
中
心
に
調
査
が
進

め
ら
れ
て
い
る
関
西
新
国
際
空
港

の
早
期
建
設
を
要
望
し
た
。

同
促
進
協
は
、
当
所
ら
大
阪
、

兵
庫
、
京
都
、
和
歌
山
、
奈
良
の

近
畿
二
府
三
県
の
二
十
三
の
経
済

団
体
が
結
集
し
て
三
月
末
に
設
立

才
レ
で
グ

ξ
む
制
、
カ

羨
、
タ

剣
1
"

J

さ
れ
た
、
の
で
、
十
五
日
の
陳
情

団
に
は
、
当
所
か
ら
小
林
茂
市
会

頭
、
近
東
弘
七
副
会
頭
が
加
わ
っ

ナ
特
に
こ
の
問
題
は
、
関
西
地
方

の
経
済
的
地
盤
沈
下
を
浮
上
さ
す

た
め
の
対
応
策
で
あ
る
と
と
も
に

当
地
方
に
と
っ
て
も
地
域
の
開
発

発
展
と
商
工
業
の
振
興
に
関
す
る

重
要
事
項
で
あ
る
と
考
え
、
県
内

経
済
関
係
諸
団
体
と
提
携
し
、
新

空
港
早
期
建
詮
向
け
推
進
運
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
し
く
こ
と

に
し
て
い
る
。
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奈良会議所ニュース 昭和54年6月10日(毎月1回10日発行) 第129号(第三種郵便物認可)
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奈良会議所ニュース昭和54年6月100 (毎月1回10口発行)

小企業等経営改善資金融資制度
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善
し、事業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業
資金を、商工会議所会頭の推薦で国民金融公庫より無担保・無
保証人でお貸しするものです。
◎貸付対象/常時雇用する従業員の数が、商業!サービス

業では5/、以下、製造業その他では20人以下
の企業であること。(注)環境衛生業種(飲
食店、理・美容店、クリーニソグ店など)
方は運転資金に限られます。尚、設備資金じ
ついては環境衛生金融公庫の小企業設備改」
資金が受けられます。

◎資金使途/設備資金・運転資金
◎貸付限度額/設備資金 300万円運転資金 250万円
◎利 率/年6.6%
◎返済期限/設備 4年以内(必要に応じ6ケ月以内の据

置きの取扱可) 均等償還
運転 2年6 ケ月以内(必要に応じ3ケ月y、

内の据置きの取扱司)均等償還
◎担保・保証人/不要 q言用保証協会の保証、いりません)
◎貸出機関/国民金融公庫

一「..

業
転
換
投
資

●●』●●一.........■...'ι
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家具を選ぶときはライフスタイルを選ぶとき
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つろぎのインテリアづくり

奈良市二条町1丁目1-9
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.
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昏
司
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冒
,
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:
■
■
:
瞥
:
:
■
.
■
:
:
:
:
.
■
:
冨
.
軍
畢
冒
,
.
■
.
■
冨
■
冒
■
.
卦
:
.
■
.
■
.
晦
:

.亜..

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ヒ
ン
ト

●
■
■
■
■
●
,
●
●
●
■
亜
,
昏
零
冒
冒
■
匿
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
.
冒
.
■
巨
■
■
■
■
■
■
■
■
置
冒
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
巨
:
.
■
.
盲
言
冒
官
耳
冒
冒
盲
冒
,
盟
言
冒
司
喜
冒
冨
,
,
冨
冒
匿
直
冨

昨
年
暮
れ
か
ら
の
イ
ラ
ソ
の
政
変

主
、
こ
れ
に
伴
う
原
油
輸
出
の
削

減
、
価
格
の
大
幅
な
上
昇
に
ょ
っ

て
、
全
世
界
は
、
原
油
の
必
要
量
確

保
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
経
済
成
長

の
鈍
化
、
イ
ソ
フ
レ
の
懸
念
か
ら
そ

の
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
毎
日
で

す
。
新
閲
離
、
テ
レ
ビ
な
ど
も

干
不
ル
ギ
ー
、
代
替
干
不
ル
ギ
ー
の

開
発
促
進
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必

要
性
が
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
面
の
石
油
消
費
節
減
に
つ
い
て

は
、
我
が
国
で
は
、
先
進
二
十
力
国

で
構
成
し
て
い
る
国
際
エ
ネ
ル
ギ
]

機
関
(
1
E
A
)
の
合
意
に
亀
と
づ

き
、
去
る
三
月
十
五
日
か
ら
年
間
消

費
量
の
五
%
(
一
五
0
0
万
K
ι
)

を
節
減
す
る
と
と
と
し
、
各
方
面
に

協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策

暖
房
温
度
の
引
下
げ
(
十
九
度

は
、以

下
)
、
冷
房
温
度
の
引
き
上
げ

全
十
八
度
以
上
)
、
自
動
車
運
転

の
自
粛
な
ど
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
生
産
に
は
直
接
支
障
を
与
え
な

い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

)財
省
チ
不
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

(

常
務
理
事
松
永
雄
二

正

■■冒岡■.岡冒

れ
は
1
E
A
の
ヱ
局
水
準
の
経
済
活

動
を
維
持
す
る
の
に
不
可
欠
と
は
い

え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
節
減
」

を
行
う
と
の
合
意
を
受
け
た
も
の

で
、
今
後
と
も
こ
の
方
針
は
継
続
さ

れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
達
が
「
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
貪
留

意
す
べ
き
事
項
を
二
t
三
説
明
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
干
ネ
ル
ギ
]
の
六

.
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%
は
、
排
熱
な
ど
の
形
で
ロ
ス
し
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^
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冒
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冒
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゛
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て
放
棄
さ
れ
、
実
際
に
有
効
に
利
用

.
゛
゛
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.
'
'
,
:
:
.
'
.
'
:
:
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.

さ
れ
て
い
る
の
は
三
六
%
に
過
ぎ
な

一
●
●
+
.
◆
.
゛
:

゛
.
"
'
一
゛

冨
=
◆
・

い
こ
と
で
す
。
と
の
無
駄
と
な
っ
て

●
一
+
●
●
一
◆
一
,

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
し
て
有

.
゛
一
.
.
一
゛
一
.

効
に
利
用
す
る
か
が
現
在
重
要
な
課

明
昆
;
^
:
,
■
:
●
:
.
゛
:

W
・
、
旦
森

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

:
■
:
.
略
:
■

一
,
一
一
ι
一
'
一
゛
一
●

は
、
石
油
、
石
炭
、
原
子
力
な
ど
様

々
の
形
で
我
々
の
日
常
生
活
や
産
業

.
一
.
.
゛
一
.
一
゛
一

:
゛
■
.
■
司
;
,
'
'
;
.
^
:

◆
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◆
●
゛
一
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一
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゛
.
、
:
:
:
■
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■
.
■
.

活
動
に
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

.
一
゛
'
゛
.

.

.

.

.

ぱ
、
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
電
気

を
生
み
出
し
九
り
、
産
業
用
、
民
生

用
、
輪
送
用
の
直
接
的
利
用
な
ど
に

一
一

幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
t
。

こ
れ
ら
の
過
程
で
多
く
の
ロ
ス
が

発
生
し
て
い
立
す
(
例
・
自
動
車
の

場
△
口
、
そ
の
転
換
効
率
は
-
 
0
%
程

度
で
九
0
%
が
ロ
ス
)
。
国
が
五
十

三
年
度
か
ら
初
め
元
省
千
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
研
究
開
発
(
ム
ー
ソ
ラ
イ
ト

計
画
)
は
、
こ
う
い
っ
た
点
に
重
点

が
%
か
れ
て
い
ま
す
。
企
業
で
新
規

設
備
の
設
置
と
か
、
既
設
設
備
の
更

新
に
当
っ
て
は
、
極
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
効
率
の
高
い
も
の
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
し
、
又
排
熱
な

ど
を
積
極
的
に
回
収
し
、
再
利
用
を

は
か
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
第
二
は
、
ビ
ル
と
か
、
一
般

家
庭
に
船
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

改正改

は
、
冷
暖
房
の
占
め
る
ウ
ニ
イ
ト
が

極
め
て
一
局
く
、
こ
の
部
門
の
省
エ
ネ

ル
ギ
]
が
最
も
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
あ
る
電
力
会
社
調
査
に
ょ
る

と
、
ビ
ル
の
消
費
電
力
量
の
四
一
%

が
冷
暖
房
需
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

料
理
飲
食
店
、
一
般
小
売
店
な
ど
で

は
、
こ
の
比
率
は
更
に
高
い
所
も
あ

る
か
と
考
え
立
す
。
又
、
一
般
家
庭

で
は
、
四
三
%
が
冷
暖
房
に
使
わ
れ

て
い
て
今
後
亀
大
き
な
増
加
が
予
測

さ
れ
ま
す
(
総
合
研
究
開
発
機
構
数

値
に
ょ
る
)
。
国
の
石
油
消
費
節
減

対
策
の
中
心
が
こ
れ
に
向
け
ら
れ
る

の
も
御
理
解
願
え
る
と
思
い
ま
す
。

断
熱
材
の
使
用
な
ど
建
物
の
構
造
を
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店
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本
支

策

考
え
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
冷
暖
房
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
大
き
く
減
少
出

来
ま
す
。

又
、
冷
暖
用
の
設
定
温
度
変
更
に

よ
る
ニ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
減
少
も
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ぱ
、

冷
房
温
度
を
二
十
六
度
か
ら
二
十
八

度
に
変
更
す
る
と
、
二
0
%
以
上
の

電
力
使
用
量
減
少
が
出
来
、
又
、
暖

房
温
度
を
二
十
二
度
か
ら
二
十
度
に

さ
ら
に
十
八
度
に
下
げ
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
に
二
六
%
、
四
九
%
と
干
不
ル

ギ
ー
消
費
が
節
約
出
来
ま
す
(
空
調

衛
生
工
学
会
資
料
に
ょ
邑
0

第
三
は
、
製
造
業
部
門
の
省
干
不

緊

二

ノ

5

ル
ギ
ー
化
は
、
四
十
八
年
の
石
油
シ

,
ツ
ク
を
契
機
と
し
て
積
極
的
に
進

め
ら
れ
、
現
在
で
は
省
干
不
ル
ギ
ー

の
た
め
の
設
備
投
資
も
か
な
り
進
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
鉱
工
業
生
産
指
数
一
ポ
イ
ソ
ト

当
た
り
の
干
不
ル
ギ
]
需
要
は
、
石

油
シ
,
ツ
ク
前
の
四
十
七
年
度
か
ら

五
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
四
%

減
少
し
て
お
り
、
又
、
重
油
需
要
も

横
浜
し
て
お
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

事
が
う
か
が
え
る
と
思
い
ま
す
。
省

干
不
ル
ギ
ー
に
積
極
的
な
企
業
で

は
、
ま
ず
単
純
な
運
転
管
理
面
で
の

節
約
、
つ
い
で
、
比
較
的
イ
ニ
シ
ャ

(

、
一
一
.
、
、
:
一
、
:
:
三
:
、
ー
-
一
:
:
.
、
一
"
.
、
:
.
一
、
、
:
.
、
一
一
一
.
、
:
ニ
、
:
:
、
』
一
.
、
、
ニ
=
:
"
:
一
一
:
●
二
一
一
一
:
:
一
一
一
.
●
.
ニ
=
:
:
、
一
一
:
、
;
一
一
:
:
、
ニ
:
、
,
一
一
、
:
:
ニ
ー
ー
三
一
,
:
.
、
一
一
.
"
、
;
一
一
.
、

Ξ

中
小
企
業
緊
急
対
策
の

延
長
に
つ
い
て
し

円
高
対
策
法
、
施
行
令
の
一
部
改
正

ル
コ
ス
ト
の
小
さ
い
設
備
の
付
加
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
段
階
を
終

え
、
現
在
で
は
イ
ニ
シ
十
ル
コ
ス
ト

は
大
き
く
と
も
十
分
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
果
が
え
ら
れ
る
設
備
投
資
を

行
っ
て
い
る
、
の
も
あ
り
ま
す
。
国

も
こ
う
い
っ
た
企
業
の
設
備
投
資
を

助
成
す
る
た
め
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
に
対
す
る
課
税
の
減
免
や
低
金

利
資
金
の
融
資
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
単
な
る
運
転
管
理
面
で
の
努
力

の
み
で
な
く
、
設
備
投
資
を
伴
う
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
前
向
き
な

.

.

.

三

4

三

政
府
は
三
月
二
十
日
の
閣
議
で

「
円
相
場
高
騰
関
連
中
小
企
業
対
策

臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
を
決
め
、
二
十
四
日
公

布
、
同
日
施
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

最
近
に
お
け
る
円
の
外
国
為
替
相
場

の
状
況
が
輪
出
関
連
中
小
企
業
者
等

に
今
、
つ
て
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
三
月
三
十
一
日
で
取
扱
期

間
の
切
れ
た
中
小
企
業
為
替
変
動
対

策
緊
急
融
資
円
相
場
高
騰
関
連
保 >

4

4

<

:

(

検
討
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

以
上
簡
単
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

の
た
め
の
基
本
的
な
問
題
を
示
し
ま

し
た
が
、
国
、
地
方
自
治
体
、
電
力

会
社
な
ど
は
積
極
的
に
そ
の
推
進
を

は
か
る
た
め
種
々
の
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
ど
も
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ソ
タ
ー
で
、
、
国
の
補
助
を
受
け

て
、
中
小
企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

推
進
す
る
た
め
の
診
断
指
導
(
無
料
)

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
ー

、

証
の
特
例
を
六
月
三
十
日
ま
で
延
長

す
る
、
の
で
す
。
更
に
中
小
企
業
緊

急
対
策
の
特
定
不
況
地
域
中
小
企
業

対
策
緊
兪
資
、
中
小
企
業
倒
産
対

策
緊
急
融
資
の
取
扱
期
問
も
九
月
三

十
日
ま
で
延
長
し
、
合
せ
て
中
小
企

業
の
経
営
の
安
定
を
図
る
と
し
て
い

ま
す
。な

お
、
今
回
改
正
の
新
旧
対
照
を

示
す
と
次
の
通
り
で
す
。

後
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円高対策

←)中小企業為替変動対

策緊急融資
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別

⇔円相場高騰関連保証

の特例

特定不況地域中小企業

対策緊急融資

昭和五十四年
三月三十一日

^

昭和五十四年
三月三十一日

中小企業倒産対策

融資

昭和五十四年
六月三十日
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企業と家庭に奉仕する

栄相互銀

昭和五十四年
三月三十一一日

昭和五十四年
九月三十日
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奈艮市下三条町8番地
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昭和五十四年
九月三十日
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行
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木曜日

金曜日

方矢 1テ

法律相談

経営相談

経理・税務相談

特許相談

金融相談

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けており好評をいただいております。
あなたもお気軽にご利用ください。なお利

用される方は事前(前日可)に当所までご連
絡ください。(担当石田まで) TEL26・-6222
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抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ

補習教育の充実さを物語ってぃます

※お申込み
問合せ先

奈良県教育テスト協会
奈良市杉ケ西町
橿原市兵部町

国鉄奈良駅南3分
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中
小
企
業
信
用
保
険
法
の

木
況
業
種
の
指
定
及
ぴ

指
定
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

ー
=
=
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一
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一
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=
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通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
三
月

二
十
八
日
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第

二
条
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に
基
つ

く
業
種
(
い
わ
ゆ
る
「
不
況
業
種
」
)

の
指
定
を
告
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
三
月
末
で
期
限
切
れ
と
な

つ
元
既
指
定
九
十
六
業
種
の
う
ち
依

然
と
し
て
業
況
の
改
善
・
{
女
定
等
が

み
ら
れ
な
い
織
物
業
、
金
属
洋
食

器
、
水
産
食
料
品
及
び
造
船
業
等
六

十
三
業
種
に
つ
い
て
、
引
続
き
指
定

期
間
を
六
月
三
十
日
ま
で
延
長
す
る

と
と
と
し
ま
し
た
。
更
に
、
五
十
三

年
九
月
末
で
指
定
期
間
の
切
れ
て
い

た
弁
・
同
附
属
品
製
造
業
の
一
業
種

を
、
最
近
、
特
に
需
要
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
再
び
指
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
0

《
五
十
四
年
四
月
一
日
t
六
月
三
十

日
ま
で
指
定
さ
れ
た
業
種
V

弌
耐
火
粘
士
鉱
業

ニ
、
水
産
食
料
品
製
造
業
(
海
そ
う

加
工
業
、
寒
天
製
造
業
魚
肉
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
水
産

練
製
品
製
造
業
、
冷
凍
水
産
物
製

造
業
及
ぴ
冷
凍
水
産
食
品
製
造
業

を
除
く
。
)

三
、
ね
ん
糸
製
造
芙
絹
・
人
絹
織

物
業
メ
リ
ャ
ス
製
造
業
(
く
つ

下
製
造
業
を
除
く
。
)
、
織
物
整

理
業
、
織
物
手
加
工
染
色
整
理
業

(
ス
カ
ー
フ
な
つ
染
に
限
る
。
)

線
状
繊
維
・
糸
染
色
整
理
業
、
鋼

製
造
業
、
刺
し
ゅ
う
レ
ー
ス
製
造

業
、
細
幅
織
物
業
、
整
毛
業
、
製

綿
業
、
ブ
エ
ル
ト
製
造
業
及
ぴ
紋

紙
製
造
業
。

四
、
外
衣
製
造
業
(
和
式
を
除
く
J

及
び
中
衣
・
下
着
製
造
業
(
和
式

を
除
く
。
)

五
、
木
材
チ
ッ
プ
製
造
業
(
折
箱
を

除
く
。
)

六
、
家
具
製
造
業
(
金
属
製
家
具
製

造
業
及
び
マ
ッ
ト
レ
ス
・
組
ス
プ

リ
ソ
グ
製
造
業
を
除
く
。
)

七
、
板
紙
製
造
業
段
ボ
ー
ル
箱
製

造
業
紙
器
製
造
業
及
び
糊
織
用

紙
管
製
造
業

へ
印
刷
業
(
謄
写
印
刷
業
を
除
く

く
。
)
及
び
写
真
製
版
業
(
写
真

植
字
業
を
含
む
。
)

九
、
に
か
わ
製
造
業

十
、
ゴ
ム
製
履
物
・
同
附
属
品
製
造

業

十
一
、
な
め
し
か
わ
製
造
業
及
ぴ
革

製
手
袋
製
造
業

十
二
、
石
綿
ス
レ
ー
ト
製
造
業
、
陶

磁
器
製
タ
イ
ル
製
造
業
、
人
造
真

珠
製
造
業
及
び
石
綿
布
糸
製
造
業

士
二
、
熱
間
圧
延
業
(
鋼
管
製
造
業

及
び
伸
鉄
業
を
除
く
J
、
鉄
線
・

く
ぎ
製
造
業
、
ね
ず
み
鋳
鉄
品
、

白
鋳
鉄
品
又
は
可
鍛
鋳
鉄
品
の
製

造
業
(
産
業
機
械
用
鋳
鉄
品
、
産

業
車
両
用
鋳
鉄
品
又
は
鋳
鉄
管
の

製
造
業
を
除
く
。
)
及
び
鉄
ス
ク

ラ
ど
フ
加
工
処
理
業

十
四
、
銅
合
金
鋳
物
製
造
業
(
ダ
イ

カ
ス
ト
を
除
く
。
)
及
び
非
鉄
金

属
ダ
イ
カ
ス
ト
製
造
業
(
亜
鉛
ダ

イ
カ
ス
ト
に
限
る
0
)

十
五
、
金
属
製
洋
食
器
製
造
業
(
貴

金
属
製
の
も
の
を
除
く
。
)
、
刃

物
製
造
業
、
か
ん
切
製
造
業
、
ポ

ケ
,
ト
ナ
イ
フ
製
造
業
、
金
属
製

台
所
用
品
製
造
業
(
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
製
の
も
の
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
<
口

金
製
の
、
の
、
ア
ソ
チ
モ
ン
合
金

製
の
、
の
、
銀
製
の
も
の
、
す
ず

製
の
、
の
、
鋳
造
し
元
も
の
、
金

銀
又
は
す
ず
で
め
っ
き
し
九
も
の

及
び
ほ
う
ろ
う
引
き
の
も
の
を
除

く
。
)
や
す
り
製
造
業
、
建
設
用

金
属
製
品
製
造
業
電
気
め
っ
き

業
(
鋼
材
め
っ
き
業
を
除
く
。
)

及
ぴ
溶
接
棒
製
造
業

十
六
、
弁
・
同
附
属
品
製
造
業

※
奪
指
定
業
芭

十
七
、
無
線
通
信
機
械
器
具
製
造
業

(
可
搬
形
通
信
装
置
又
は
携
帯
用

通
信
装
置
に
限
る
。
)

十
八
、
船
舶
(
舟
艇
を
除
く
。
)
、

舶
用
機
関
又
は
船
体
部
品
の
製
造

修
理
業

十
九
、
眼
鏡
製
造
業
(
わ
く
を
含

む
。
)

二
十
、
な
め
し
か
わ
製
運
動
用
具
製

造
業
、
ス
キ
ー
又
は
プ
ラ
ス
t

ク
製
ス
キ
ー
靴
製
造
業
、
ボ
タ
ソ

製
造
業
マ
ッ
チ
製
造
業
及
び
洋

が
さ
・
同
部
分
品
製
造
業

(
参
考
)

一
、
指
定
に
ょ
る
中
小
企
業
信
用

保
険
法
の
特
例
措
置
(
倒
産
関

連
保
証
の
特
例
)
の
内
容

田
付
保
限
度
額
の
別
枠
設
定

普
通
保
険
・
別
枠

0

と
し
て
五
千
万
円

無
担
保
保
険
別
枠

0

と
し
て
八
百
万
円

特
別
小
口
保
険
別
枠

0

と
し
て
二
百
五
十
万
円

注
・
組
合
に
あ
っ
て
は
、

普
通
保
険
に
つ
き
別
枠
と
し

て
一
億
円

⇔
普
通
保
険
の
て
ん
補
率
の
引

上
げ
七
0
%
←
八
0
%

国
保
険
料
の
%
軽
減

ニ
、
個
別
中
小
企
業
老
総
定
基

準指
定
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業

者
の
う
ち
、
「
最
近
三
力
月
間
の

月
平
均
売
上
額
が
前
年
度
同
期
の

月
平
均
売
上
額
に
比
し
て
-
0
%

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
」
に
該

当
す
る
者
に
適
用
さ
れ
る
。

7

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
け
る
小
売
業
の

事
業
活
動
に
関
す
る
法
律
(
・
大
規
模

小
売
店
舗
法
)
改
正
施
行
さ
る

奈
良
県
大
型
店
舗
等
出
店
対
策

指
導
要
綱
は
廃
止

繁

信
近
技

/

ネ式株

取表

最
近
の
小
売
業
を
取
り
ま
く
環
境

大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

は
、

(

る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
小
売
業
の

事
業
活
動
の
調
整
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
十
五
日

奈
良
県
大
型
店
舗
等
出
店
対
策
指
導

要
綱
が
制
定
さ
れ
、
五
o
o
d
以
上

の
大
規
模
小
売
店
舗
に
か
か
る
調
整

に
つ
い
て
審
議
し
て
き
た
が
、
こ
の

た
ぴ
大
規
模
小
売
店
舗
法
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
四
日
よ

り
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和

五
十
四
年
五
月
十
三
日
を
も
っ
て
県

指
導
要
綱
は
廃
止
さ
れ
た
。

尚
、
今
回
の
大
規
模
小
売
店
舗
法

の
改
正
内
容
は
次
の
と
船
り
で
あ

る
。①

大
規
模
小
売
店
舗
の
基
準
面
積

が
千
五
百
.
m
か
ら
五
百
.
m
に
引
き

下
げ
ら
れ
元
。

②
千
五
百
.
m
以
上
の
大
規
模
小
売

店
舗
を
、
第
一
種
大
規
模
小
売
店

舗
と
呼
び
、
通
商
産
業
大
臣
が
調

整
を
行
な
う
。
又
五
百
d
以
上
千

五
百
.
m
未
満
の
大
規
模
小
売
店
舗

を
、
第
二
種
大
規
模
小
売
店
舗
と

呼
ぴ
、
県
知
事
が
調
整
を
行
な
う
。
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・
・
・
福
利
厚
生
は
ま
ず
「
退
職
金
制
度
」
の
確
立
か
ら
1
 
-

③
第
一
種
大
規
模
小
売
店
舗
に
係

る
通
産
大
臣
へ
の
届
出
に
つ
い
て

は
、
県
知
事
経
由
と
し
、
県
知
事

は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
る
周
辺
中
小

小
売
業
の
事
業
活
動
に
及
ぼ
す
影

響
等
に
関
し
、
通
商
産
業
大
臣
に

意
見
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

る
。④

基
準
面
積
が
①
の
と
船
り
引
き

下
げ
ら
れ
た
結
果
、
小
売
業
者
に

対
す
る
店
舗
面
積
に
関
す
る
勧

告
・
命
令
に
つ
い
て
は
、
店
舗
面

積
の
合
計
を
五
百
、
m
を
限
度
と
し

て
引
き
下
げ
得
る
こ
と
と
な
る
。

⑤
届
出
か
ら
勧
告
ま
で
の
期
間
を

三
力
月
以
内
を
四
力
月
以
内
に
改

め
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
四
力

月
を
限
度
と
し
て
期
間
の
延
長
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
届
出
か
ら
変
更
命
令
が
で
き
る

期
閻
、
四
力
月
以
内
を
五
力
月
以

内
に
改
め
ら
れ
た
。

そ
の
他
、
運
用
通
達
等
に
ょ
る
改

正
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
当
所
ま

で
%
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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加
入
資
格
商
工
会
議
所
の
地
区
内

に
あ
る
事
業
主
に
使
用
さ
れ
る
狐
才

以
上
備
才
迄
の
方
。
但
し
乃
才
迄
継

統
し
て
掛
け
る
こ
と
か
で
き
る
。

加
入
で
き
な
い
方
事
業
主
及
び
事

業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親
族
、
法

人
の
役
員
(
使
用
人
兼
務
役
員
を
除

く
。
)
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第129号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和54年6月10日(毎月1回10日発行)

委託会社
下記へお問合せ下さい
第一生命(幹事会社)
朝日生命協栄生命
住友生命太陽生命
大同生命千代田生命
東邦生命日本生命
富国生命三井生命
明治生命
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. 6つの特微 卑

1.将来必要な多額の退職金を毎月計画的に準備できます。
2.中小企業退職金共済との重複加入もできます。
3.従業員の確保と安定化がはかれ、企業経営の発展に役立つ。
4.簡単な手統きで加入いただけます。
5.掛金は金融機関の口座振替ができます。
6,1人10,000円まで、掛金は損金又は必要経費に算入。
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退職一時金死亡退職金退職一時金死亡退職金退職一時金死亡退職金

3年

5年

10年

15年

20年

円
111,900

202,200

499,200

940,800

1,592,700

円
126,900

217,200

514,200

955,800

1,607,700
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円
186,500

337,000
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1,568,000

2,654,500
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円
373,000

674,000

1,664,000

3,136,000

5,309,000

本牡及び
奈良事務所

京都事務所

六阪事務所

円
423,000

724,000

1,714,000

3,186,000

5,359,000
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営業時間
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電気・計共・生語・肪災・土木●取繹役社長問本
祭良支店長小柴

頼の大きさ・
胆,

術で式 ^盆竃三脈動,
生命
技術
近電

、呼吸し、成長する都市の、
システムをつくる
かさ・・・。
は大きな信頼にこたえま「。
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五
月
例
会
開
催

五
月
十
一
日
に
毎
月
開
催
し
て
い

る
月
例
会
を
、
今
回
は
趣
を
変
え
て

奈
良
市
法
華
寺
町
に
あ
る
航
空
自
衛

隊
幹
部
候
補
生
学
校
を
見
学
し
た
。

こ
の
学
校
は
、
将
来
の
国
防
を
に
な

う
初
級
幹
部
を
育
成
教
育
す
る
機
関

で
、
現
在
防
衛
大
学
焚
一
般
大
学

航
空
学
生
出
身
の
幹
部
候
補
生
ら
女

性
五
名
を
含
め
た
二
百
四
十
名
か
教

育
を
受
け
て
い
る
。

参
加
者
一
同
は
、
ボ
リ
ユ
ー
ム
が

あ
り
美
味
し
い
隊
内
給
食
を
頂
き
、

学
校
長
の
講
話
を
拝
聴
し
、
候
補
生

の
訓
練
の
状
況
を
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
見
学
を
し
た
後
、
広
報
映
画
、

育
参
考
館
を
見
せ
て
頂
き
、
非
常
に

感
銘
を
受
け
大
変
満
足
気
で
あ
っ

ナ

地
階
改
装
工
事

順
調
に
進
む

五
月
一
日
よ
り
開
始
し
た
地
階
改

装
工
事
は
六
月
末
日
完
成
を
目
指
し

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

七
月
に
は
立
派
に
な
っ
た
倶
楽
部

室
を
会
員
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
け
る

と
存
じ
ま
す
。

行
事
予
定

六
月
例
会
六
月
十
一
日

十
二
時
よ
り

講
師
奈
良
県
警
察
本
部

文
化
財
保
安
官

速
水
力
氏

テ
ー
マ
「
文
化
財
保
護

に
つ
い
て
」

ら
県
諸
施
設
(
県
本
会
議
場
・
中
央

卸
売
市
場
・
浄
化
セ
ソ
タ
ー
・
一
三
至

病
院
)
を
見
学
。

ま
ず
、
中
央
卸
売
市
場
は
消
費
者

か
ら
の
良
質
・
安
価
な
食
料
品
の
供

給
期
待
と
、
生
産
老
か
ら
の
安
定
し

た
販
売
の
要
求
及
ぴ
県
民
m
万
戸
へ

の
食
生
活
の
向
上
を
図
る
拠
点
市
場

と
し
て
建
設
さ
れ
、
近
代
的
な
施
設

と
機
構
を
備
え
た
全
国
初
の
県
中
央

卸
売
市
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
生
産

老
←
卸
売
業
者
←
仲
卸
業
者
(
売
買

参
加
者
)
←
小
売
業
者
←
消
費
者
と

い
う
伝
統
的
流
通
シ
ス
テ
ム
を
実
感

的
に
観
察
。

又
、
大
和
川
上
流
流
域
下
水
道
事

業
と
し
て
大
和
川
と
佐
保
川
の
合
流

点
に
建
設
さ
れ
て
い
る
浄
化
セ
ソ
タ

昭
和
四
十
五
年
に
着
工

ι
れ
、
現
在
第
一
次
計
画
の
一
部
が
完

成
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
最
も
す

ぐ
れ
た
浄
化
理
論
と
機
械
設
備
が
導

入
さ
れ
、
従
来
か
ら
の
問
題
点
で
あ

つ
た
悪
臭
を
シ
十
ツ
タ
ウ
ト
し
、
日

る
い
環
境
の
処
理
場
で
、
以
前
の
汚

水
処
理
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
て

い
る
0
 
又
敷
地
内
に
は
フ
プ
ミ
リ
ー

プ
ー
ル
、
野
球
場
等
の
運
動
施
設
が

設
置
さ
れ
県
民
の
憩
の
場
と
し
て
の

工
夫
か
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

又
、
三
室
病
院
は
従
来
の
病
院
と

い
う
イ
メ
】
ジ
を
一
新
し
た
暖
た
か

い
建
物
で
、
中
で
も
カ
ル
テ
の
集
中

般
若
心
経

解
説
会
の
開
催

六
月
末
完
成
予
定
の
和
室
に
お
い

て
、
来
年
三
月
ま
で
毎
月
一
回
、
大

和
小
泉
・
康
申
堂
住
職
、
井
村
良
譲

氏
を
招
き
、
般
若
心
経
に
つ
い
て
解

説
を
聞
く
。
毎
月
の
日
程
に
つ
い
て

は
、
後
日
連
絡
致
し
ま
す
。
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1
県
諸
施
設
の

見
学
会
実
施
1

去
る
五
月
十
一
日
(
金
)
午
後
一

時
か
ら
研
修
委
員
会
担
当
で
垣
内
部

長
他
B
名
か
参
加
し
て
五
月
例
会
開

催
。
今
月
は
、
わ
が
郷
土
を
よ
く
知

ろ
う
と
い
う
今
年
度
の
活
動
方
針
か

一

1

貞
、

Y

~

管
理
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
永
久
保
存
体

制
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

.

.

y

゛
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選

宇
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ι

ぜ
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重
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ι
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¥

゛

<
連
絡
>

◎
7
月
例
会
事
業
委
員
会
担
当

<
経
済
講
演
会
>

日
時
七
月
二
十
三
日
(
日
)

午
後
六
時
t
八
時

場
所
当
所
四
階
中
ホ
】
ル

テ
ー
マ
「
経
済
を
通
し
て
み
た

世
界
と
日
本
」

講
師
奈
良
県
立
短
期
大
学
教

授商
学
博
士
由
比
凌
氏

◎
8
月
例
会
研
究
委
員
会
担
当

<
フ
ァ
ミ
リ
ー
.

キ
十
ソ
プ
大
会
>

日
時
八
月
中
旬
頃

場
払
大
塔
村
付
近

ミ
喚

゛ぎ〔

あ
る
企
業
の
工

場
診
断
を
行
っ
た

時
の
話
で
あ
る
。

そ
の
頃
は
、
ま
だ

企
業
診
断
の
制
度

が
一
般
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
し
、

斤戸務
叉

ι
"

C

経
営
者
の
最
良
の
味
方

0

9

診
断
を
担
当
す
る

わ
れ
わ
れ
自
身
、
そ
の
手
法
を
勉

強
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

そ
の
企
業
の
社
長
さ
ん
に
、

゛
、
、
力科

学
的
管
理
の
重
要
性
と
効
用
を

纓
纓
説
明
し
て
、
漸
く
受
診
を
承

諾
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ

れ
わ
れ
は
診
断
班
を
編
成
し
財

務
、
販
売
、
仕
入
、
生
産
、
労
務

な
ど
経
営
全
般
に
亘
っ
て
、
自
分

ら
の
持
て
る
知
識
を
総
動
員
し

て
診
断
作
業
を
進
め
九
。
勿
論
、

工
場
診
断
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
社

長
さ
ん
か
ら
予
め
従
業
員
の
皆
さ

ん
に
ょ
く
話
し
て
船
い
て
も
ら
っ

た
。
し
か
し
、
一
つ
一
つ
の
作
業

を
細
か
く
聞
い
た
り
、
作
業
の
進

行
状
況
を
ス
ト
ッ
プ
・
ウ
ォ
"
チ

で
計
っ
た
り
、
あ
ま
つ
さ
え
、
従

業
員
の
動
き
を
測
る
た
め
便
所
へ

ま
で
つ
い
て
行
っ
た
り
し
た
の
で

迷
惑
そ
う
に
見
返
え
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
時
に
は
う
さ
ん
臭
い
目

で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

も
、
力
し
ろ
当
然
で
あ
っ
九
。
さ

ら
に
は
、
診
断
班
の
経
験
不
足
も

C

璋
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大
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田
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蔦

顧所
日

'
〕

あ
う
て
診
断
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
数

日
の
診
断
期
間
中
は
作
業
能
率
が

約
五
0
%
台
へ
激
減
す
る
と
い
う

事
態
も
起
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
蒐
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
整
理
分

析
の
上
、
改
善
事
項
を
ま
と
め
、

社
長
さ
ん
と
幹
部
の
方
々
に
報
告

し
た
の
は
そ
れ
か
ら
約
一
力
月
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
報
告
書

は
、
企
業
の
諸
活
動
の
有
様
が
整

理
し
て
示
し
、
か
つ
、
そ
の
適
否

を
指
摘
し
た
上
で
、
改
善
案
を
提

示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
エ

場
診
断
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
十
分

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

コ

.

(

0

相
曜
業
曜
企
木

う

0

中所
日

会
談

商
オ

こ

へ
、

ハ
めナ

、展
内

業
一

と
い
う
の
は
、
先
般
の
工
場
診

断
の
報
告
で
は
、
改
善
案
を
一
応

実
施
す
る
と
、
生
産
能
率
は
従
前

の
約
七
0
%
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
ね
。
』

『
え
え
、
そ
う
で
す
よ
。
』

『
と
こ
ろ
が
で
す
ね
。
実
際
や

つ
て
見
る
と
、
能
率
は
ご
る
%

も
上
が
っ
た
。
科
学
的
に
計
算
さ

れ
た
筈
の
七
0
%
の
予
測
と
値
が

余
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
と
思
う
。

こ
れ
は
一
体
ど
ぅ
い
う
こ
と
で
し

よ
う
0
 
』
と
詰
め
よ
っ
て
来
た
0

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
は
、

『
社
長
さ
ん
、
結
論
を
申
し
上

町
町
東
印

ヒ
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才
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止

8

;
ー
ー
ノ
ー
ー
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ー
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、
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再
ぴ
意
欲
の
問
題

理
解
し
て
は
い
た
も
の
の
、
事
業

経
験
も
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
γ
が
、

こ
こ
ま
で
の
報
告
書
を
書
き
上
げ

た
こ
と
に
は
驚
い
た
ら
し
く
、
そ

の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
数
力
月
、
わ
れ
わ
れ

は
他
の
仕
事
や
作
業
に
追
わ
れ
て

い
九
と
こ
ろ
、
あ
る
日
、
社
長
さ

ん
が
尋
ね
て
来
た
。
そ
の
後
の
様

子
を
聞
い
九
り
し
九
。
そ
し
て
、

『
今
日
の
ビ
用
は
?
』
と
尋
ね

る
と
、
社
長
さ
ん
は
、

『
お
世
話
に
な
っ
て
苦
倩
を
云

う
つ
も
り
は
な
い
ん
だ
が
、
一
つ

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

と
権
限
が
明
ら
か
に
な
る
と
共
に

他
の
面
の
改
善
に
ょ
り
企
業
の
方

向
や
仕
事
の
流
れ
が
示
さ
れ
る
の

で
、
自
分
の
責
任
と
権
限
の
中
で

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
自
ら
診

断
す
る
と
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

つ
た
筈
で
す
。
そ
の
結
果
、
受
動

的
、
消
極
的
、
後
む
き
の
姿
勢
で

し
か
仕
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
の

自
主
的
、
積
極
的
、
前
向
き

が
、の

姿
勢
に
変
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
従
業
員
の
質

の
変
化
が
起
っ
た
わ
け
で
『
旦
里
の

変
化
』
は
計
算
で
き
る
が
、
『
質

の
変
化
』
は
な
か
な
か
計
算
で
き

な
い
の
が
普
通
な
の
で
す
。
』

そ
の
後
、
そ
の
企
業
は
数
倍
の

規
模
の
工
場
を
新
築
・
移
転
し
、

現
在
、
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い

る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

現
在
は
、
永
い
不
況
を
漸
く
脱

し
、
先
行
き
が
明
る
く
な
っ
て
来

た
と
は
云
え
、
き
び
し
い
環
境
は

少
し
も
変
っ
て
い
な
い
。
企
業
を

維
持
し
、
発
展
さ
せ
る
に
は
、
経

営
者
自
身
の
前
向
き
の
姿
勢
、
自

主
性
、
積
極
性
が
何
よ
り
、
大
切

で
、
そ
れ
が
従
業
員
の
や
る
気
を

起
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

あ
る
。
「
天
は
自
ら
助
く
も
の
を

助
け
る
」
の
で
あ
ろ
う
。

中
小
企
業
診
断
士

弁
上
誠
逸

(

げ
ま
し
ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
予
測

値
は
、
従
前
の
生
産
活
動
と
そ
の

成
果
を
基
礎
に
し
て
、
そ
の
後
の

従
業
員
の
や
る
気
が
ど
れ
だ
け
増

す
か
は
計
算
で
き
な
か
っ
た
の
で

そ
の
分
が
入
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
す
な
わ
ち
、
失
礼
で
す
が
、

従
前
の
工
場
は
、
い
わ
ゆ
る
町
工

場
で
、
従
業
員
は
明
確
な
責
任
も

権
限
も
な
く
、
生
活
費
を
得
る
た

め
に
、
工
場
主
や
そ
の
代
弁
者
に

云
わ
れ
る
と
と
を
、
云
わ
れ
た
だ

け
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
奮
断
勧

告
に
ょ
っ
て
、
組
織
が
明
確
に
さ

れ
て
、
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

"
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!
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地
方
の
時
代
と

田
園
都
市
構
想

大
平
内
閣
の
登
場
に
ょ
っ
て
、
田

園
都
市
国
家
の
構
想
が
に
わ
か
に
ク

ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

は
三
全
総
の
定
住
構
想
と
重
な
り
合

つ
て
い
る
の
だ
が
、
田
園
都
市
と
い

う
言
葉
か
ら
、
美
し
さ
と
楽
し
さ
と

い
っ
た
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ん
で

く
る
0総

理
の
政
策
研
究
会
・
田
園
都
市

グ
ル
ー
プ
(
議
長
・
梅
棹
忠
夫
氏
)

の
中
間
報
告
(
昭
和
五
十
四
年
四

月
)
に
ょ
れ
ば
、
「
都
市
に
田
園
の

ゆ
と
り
を
、
田
園
に
都
市
の
活
力
を

も
た
ら
し
、
両
者
の
活
発
で
安
定
し

九
交
流
を
促
し
、
地
域
社
会
と
世
界

を
結
ぶ
、
自
由
で
、
平
和
な
、
開
か

れ
た
社
会
1
そ
う
し
た
国
、
づ
く
り
を

目
指
す
構
想
」
を
、
「
田
園
都
市
国

家
構
想
」
と
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
構
想
か
生
ま
れ
た
背

景
と
し
て
は
、
第
一
に
、
わ
が
国

西
欧
先
進
諸
国
に
追
い
つ
く
と

゛
、
、い

う
明
治
開
国
以
来
の
長
期
国
家
目

標
を
達
成
し
、
よ
り
深
み
の
あ
る
、

よ
り
成
熟
し
た
新
し
い
文
明
の
段
階

へ
挑
戦
す
る
と
と
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
、
第
二
に
、
長
期
に
わ
た
る
近

代
化
、
工
業
化
、
都
市
化
、
情
報
化

な
ど
の
巨
大
な
構
造
変
化
を
背
景

東
京
女
子
大
学

教
授
伊
藤
善
市

裏
づ
け
を
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

、
し
そ
う
だ
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
構

想
を
実
現
す
る
た
め
の
核
と
な
る
べ

き
都
市
そ
の
、
の
に
つ
い
て
、
さ
ら

一
歩
つ
っ
こ
ん
だ
展
開
が
期
待
さ

1れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
田
園
都
市

と
い
う
言
葉
を
今
世
記
初
頭
に
は
じ

め
て
つ
か
っ
た
ハ
ワ
ー
ド
に
ょ
れ

「
き
わ
め
て
精
力
的
で
活
動
的
な

は都
市
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
利
点
と
、

村
の
す
べ
て
の
美
し
さ
と
楽
し
さ
が

完
全
に
融
合
し
た
」
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

に
、
国
民
の
意
識
や
価
値
観
に
、
重

大
な
変
化
が
進
行
し
、
新
し
い
国
民

的
△
昼
息
と
も
い
う
べ
き
願
望
が
着
実

に
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
あ
げ

て
い
る

す
な
わ
ち
、
田
園
の
住
民
は
、

市
的
な
活
力
と
文
化
の
多
様
性
を
ま

す
ま
す
強
く
求
め
、
都
市
の
住
民

は
、
自
由
と
便
益
を
享
受
し

も
、
そ
の
う
え
に
田
園
的
な
ゆ
と
り

と
自
然
の
恵
み
を
よ
り
強
く
求
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
田
園
都
市
国
家
構
想
は
、
「
文

化
の
時
代
」
の
国
、
づ
く
り
を
目
指

し
、
人
間
と
自
然
と
の
調
和
、
個
性

あ
る
地
域
産
業
の
発
展
と
と
も
に
、

各
地
域
社
会
に
質
の
高
い
雇
用
機
会

と
所
得
水
準
を
提
供
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
過
度
に
追
求
さ

れ
て
き
た
中
央
集
権
中
央
集
中
の

流
れ
を
見
直
し
、
政
治
的
に
も
、

済
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
諸
機
能

の
分
散
多
様
化
の
方
向
と
多
様
な
地

域
社
会
の
展
開
を
目
指
す
も
の
だ
、

と
い
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
田
園
都

市
国
家
構
造
は
、
新
し
い
地
域
産
業

の
提
唱
に
他
な
ら
ず
、
い
っ
て
み
れ

ば
、
三
全
総
の
定
住
構
想
に
哲
学
的

X

.

ー
,
・
、
一
一
.
一
一
一
一

X

づ
く
り
を
ね
ら
っ
た
、
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
人
口
三
万
前
後
の
小
都
市

を
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ソ

と
情
報
化
の
進
展
、
さ
ら
に
人
々
の

自
由
度
の
拡
大
に
ょ
っ
て
、
都
市
の

規
模
は
次
第
に
上
昇
し
、
田
園
都
市

0
ミ
含
 
9
q
 
か
ら
、
田
園
の
中
の

都
市
Ω
q
 
ヨ
如
異
哥
=
へ
と
そ
の

内
六
合
を
変
え
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
三
全
総
で
強
調
し

て
い
る
広
域
生
活
圏
的
発
想
と
一
定

=
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岫

初
つ
ぱ
め
壕
を
斜
に
飛
翔
せ
り

大
和
棟
光
り
て
佐
紀
の
鯉
の
ぼ
り

風
な
く
て
落
ち
し
椿
を
掌
に

花
ふ
ぶ
く
濠
の
汀
に
鷺
立
ち
て

身
ほ
と
り
を
か
す
め
濠
切
る
初
?
ば
め

散
る
花
の
し
ぱ
し
た
ゆ
た
ひ
一
流
れ
ゆ
く

そ
れ
ぞ
れ
に
小
花
咲
き
い
て
草
若
き

か
た
く
り
や
傷
つ
き
し
鳩
迷
ひ
来
て

蒲
公
英
や
断
崖
洗
ふ
波
の
群

,
よ
き
こ
と
の
思
い
出
ぱ
か
り
花
#
交
頂
川

ナ
、
=
一
三
三
1
-
三
三
=
、
ナ
三
三
三
1
、
三
き
一
=
1
三
三
竺
1
き
三
三
-
1
三
一
三
三
f
三
三
三
f
三

規
模
の
外
部
経
済
の
集
積
を
も
つ
地

方
中
堅
都
市
の
育
成
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
現
代
の
都

市
は
自
己
完
結
型
よ
り
も
相
互
乗
入

型
の
開
放
性
を
、
つ
た
高
度
選
択
会

社
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
あ
る
。

三
全
総
で
提
示
さ
れ
た
定
住
構
想

は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
人
口
の
最
適

配
置
の
問
題
の
よ
う
に
み
ぇ
る
が
、

そ
の
内
容
は
、
各
地
域
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
環
境
容
量
の
制
約
の
下
で
、

展
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
長

産
業
や
成
長
業
種
を
中
心
と
す
る
職

場
の
拡
大
、
す
な
わ
ち
生
産
環
境
の

整
備
を
、
基
本
的
な
戦
略
と
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

場
の
な
い
と
と
ろ
、
な
い
し
通
勤
で

'
、

店
良會

商
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山
中
三
木
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選
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0
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飢

訟
記

2
2

叫
N

0
0

エ
エ

E
E

T
T

C

き
な
い
と
こ
ろ
に
人
間
は
定
住
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。

ポ
ー
ル
デ
ィ
ソ
グ
が
指
示
す
る
よ

う
に
、
現
代
の
世
界
で
は
、
価
値
の

源
泉
は
労
働
で
は
な
く
、
主
と
し
て

知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
り
、
持
続
的

な
経
済
成
長
を
支
え
る
要
素
は
、
な

く
、
主
と
し
て
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
で

あ
り
、
持
続
的
な
経
済
成
長
を
支
え

る
要
素
は
、
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
増

大
と
そ
の
波
及
で
あ
る
。
生
産
と
は

亀
の
を
作
る
こ
と
で
は
な
く
価
値
を

作
る
こ
と
で
あ
る
。
三
全
総
で
情
報

格
差
の
縮
少
を
強
調
し
て
い
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
元
が
っ
て
、

情
報
に
強
い
町
つ
く
り
、
企
業
づ
く
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第129号(第三種郵便物認可)

奈良商工会議所会員之章頒布開始.グ
ご希望の方は当所事務局主で

奈良商工会議所会員之

奈良会議所ニュース 昭和54年6月10日(毎月1回10日発行)

奈良商工会議所の会員であることを自覚しその意識と
組織の高揚をはかることを目的として作成を進めていた
「奈良商工会議所会員之章」(写真)が完成、このほど
頒布を開始しました。
当会員之章は、ビス止め、吊り下げ、卓上と3通りの

使い方ができ、あなたのお店にあった方法でディスプレ
イできます。
当会員之章ご希望の方は、当所会員課までお間合せく

ださい。 1枚 2,000円です。
【仕様】寸法・タテ 120%X ヨコ 170%X厚さ 7%材質
・附属部品共アクリル樹脂・加工・特殊シルクスクリー
ソ印刷上金箔ホットスタソプ附属・壁面取付けビス(4
本)・吊下げ用金色鎖り・化粧箱入り。

NARA CHAMBER OF
COMMERCE & 1NDUSTRY

一中小企業製品取扱いー
<輸出>e海外に目をむけて→<輸入>

田中貿易商
趣631 奈良市中登美ケ丘1丁目 D35-402

電話(0742) 45-1 9 3 9

K, Tanaka corporauon

第129号(第三種郵便物認可)

奈良市尼ケ辻町70-1
TEL 奈良(0742)鈴-0255(代表)

お菓子は徳村

C

奈良会議所ニュース 昭和54年6月10日(毎月1回10日発行)
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白衣・事務服・作業服
(奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

,1EI"1ι",.."^

顎奈良ユニフォーム

111111,11 ー.^...111""".,^


